
毎年９月20日から26日までは「動物愛護週間」です。これを機会に、ペットなど私たちの
身近にいる動物の愛護と管理について考えてみましょう。

問い合わせ　環境課　板倉　☎�2609
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浄化槽の３つの維持管理をご存じですか10月１日は
浄化槽の日

３つの維持管理

浄化槽内にたまった汚泥などを引き抜き、浄化槽内の清掃をするものです。
清掃は、市が許可した次の業者に依頼してください。
▶榛原地域＝有限会社 榛原衛生社　　☎㉒0839
▶相良地域＝有限会社 東環クリーン　☎�0065

３. 清掃＝毎年１回実施

浄化槽の各部分が正しく機能しているかの点検・調整や消毒薬の補充を行うも
のです。保守点検は、静岡県の登録を受けた業者に依頼してください。
保守点検業者は、右の二次元コードから静岡県のホームページを確認してくだ
さい。

２. 保守点検＝毎年３回以上実施（20人槽以下の場合）

静岡県ホームページ
（保守点検業者一覧）

単独浄化槽、合併浄化槽に関わらず、法定検査の受検が確認できない家庭には、県指定の検査機関「一
般財団法人 静岡県生活科学検査センター」から受検案内が送付されます。検査を受けない場合には
罰則が定められているため、必ず検査を受けてください。

▶問い合わせ　（一財）静岡県生活科学検査センター　☎ 054（621）5030

浄化槽は、維持管理が大切です。
末永く使っていただくため、そして、
きれいな水を川や海に返すため、

浄化槽の適正な維持管理をお願いします。

法定検査（11条検査）とは、浄化槽の健康診断のようなもので、車に例えると車検に当たる大事な
ものです。保守点検や清掃が適正に行われ、浄化槽からの排水が本当にきれいになっているかを、外
観検査や水質検査、書類検査により確認します。
保守点検や清掃とは検査内容が異なります。

［注意事項 ～法定検査を装った不審者にご注意ください～］
  １．法定検査には事前の申し込みが必要です。検査員が突然
  　　訪問することはありません。
  ２．法定検査の検査員は、必ず腕章と身分証明書を携帯し、
 　 　右のステッカーが貼られた車両で訪問します。
  ３．正規の法定検査であれば、費用は一般家庭の10人槽以下で5,800円です。

１. 法定検査（浄化槽法第11条検査）＝毎年１回実施

家庭から排出されるし尿や生活雑排水を処理する浄化槽は、適切な維持管理を実施しないと本来
の性能が発揮されず、悪臭が発生し、場合によっては壊れてしまうこともあります。
長く使っていただくため、生活雑排水すべてを処理する「合併浄化槽」、し尿のみ処理する「単
独浄化槽」ともに、３つの維持管理が法律で義務付けられています。
適切な管理をしているか、この機会に一度確認をしてみてください。

問い合わせ　環境課　西尾　☎�2609

＊�牧之原市浄化槽設置事業補助金に関する情報は、右の二次元コードから
市のホームページで確認できます。 市ホームページ

動物は愛情と責任をもって
　最期まで飼いましょう動物
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